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合同委員会の歩み

鉄鋼協会
男女共同参画委員会準備会
H18.１月〜

金属学会
男女共同参画検討委員会
H15.１0月〜

H18 9月：合同シンポジウム開催
　　　　　　 学会期間中託児室共同運営

・連絡会：女子高生向けイベント参加
・学会期間中託児室運営
・合同委員会HPの立ち上げ
・育児と仕事の両立に関する情報配信のためのML
・合同委員会ロゴ作成



合同委員会ロゴの意味

対 男女の共同参画

螺旋 「上昇」と「生命」

リボン 金属の圧延板

Concept : Roll - metal
基本的なモチーフは、圧延された鋼板です。
委員会の活動が周知され、今後の発展することを期待して上昇
する螺旋としました。参画だから、三角という意味もあります。
また、赤系・青系の男女／上下に対になることで、共同参画のイ
メージとなるように意図しています。（男性が女性を支える意味合
いで、下が青系になっています）。



アンケート結果　(概要）

１．２００７年８月２１日～１１月２０日

　　に、男女共同参画学協会連絡

が実施した、　第２回アンケート　

　　調査に参加。

２．総数　１４１１０名　の参加で、　

　　（男性：１０３４９名、女性：３７６１名）

　　　　　回答女性比率　２７％

　　金属学会　１７５名（女性比率１９％）

　　（男性：１４２名、女性：３３名）

　　鉄鋼協会　１０１名（女性２６％）が回答。

　　（男性：７５名、女性：２６名）

３．設問は、９６項目＋自由記述

　　　 基本事項　　３０項目　　　　

　　　任期付き職　１６項目　　　　
　　　育児支援　　２４項目　　　　
　　　最近の施策　２６項目



回答者の年齢・分野別分布（学協会連絡会全体）



回答者の年齢・分野別分布（金属学会）

金属学会員の回答者は、全体に比べてやや高い年齢層が多い。

分野は約4割が化学材料系、物理系と機械系がそれぞれ約2割。

金属学会会員数は約5,800人、その内女性会員は約2%
今回のアンケート回答者数は175名、うち女性は33名（18.9%）

回答者の年齢分布
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回答者の年齢・分野別分布（鉄鋼協会）

鉄鋼協会　回答者の年齢分布
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鉄鋼協会は、男女とも　　　　　　
　　　　　　　　　４０才代が最多

鉄鋼協会は、男女とも、　　　　　
　　　　　　　　　化学材料系が最多



子どもの数 (学協会連絡会全体)



子どもの数　(金属学会）

男性は全体に比べて子どもの数が多いが、女性は全体の結果とほぼ同じ
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子どもの数 　(鉄鋼協会）

子どもの数　（％）
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鉄鋼協会は男女とも子どもの数は全体より多い傾向



子育て世代の子どもの数　（学協会連絡会全体）



子育て世代の子どもの数　（全体と鉄鋼協会）

３０代－４０代前半　理想の実現が困難と感じる割合　（％）
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３０代－４０代前半（～４４才）　現実と理想の子どもの人数　（人）

　　　　鉄鋼協会 　　　　　全体

現実 理想 現実 理想

企業 男 0.5 2.1 0.9 2.2

女 0.7 2.2 0.6 2.0

大学/研究所 男 0.8 2.4 0.9 2.3

（任期なし） 女 0.3 2.4 0.6 2.1

大学/研究所 男 0.6 2.0 0.5 2.3

（任期あり） 女 － － 0.4 2.1

理想の半数以下の子どもしか持てないのが現実

この傾向は、全体も鉄鋼協会も変わらない

どちらも女性の方がより困難を感じている



子育て世代の子どもの数　（金属学会）

子育て世代（30代〜40代前半）の子どもの数は、大学/研究所 任期付きの

女性が全体の結果の倍であった。他は全体の結果とほぼ同じ。

全体に女性の方が理想の実現が困難だと感じている傾向は全体と同じだ
が、大学/研究所 任期無しの女性の比率が最も高い点が異なっている。

子育て世代の子どもの人数 理想と現実
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職場にいる時間（金属学会）

分布が最も多いのは”50〜60時間”であるが、男性の方がやや長時間職場

にいる。
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家事・育児・介護にかける時間（金属学会）

女性の方が長時間側に尾を引く分布となっている。

家事・育児・介護（1day）
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職場にいる時間　と　「家事・育児・介護」の時間　（鉄鋼協会）
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男女とも　職場にいる時間は　変わらないが、

「家事・育児・介護」は　女性に負担がかかっている。

「家事・育児・介護」
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最近の施策の認知度と評価　（全体と鉄鋼協会）

鉄鋼協会

全体

復帰支援の認知度が若干低いが、全体と　ほぼ同等の　認知度、評価

最近の施策についての認知度　（男女合計）
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最近の施策についての認知度と評価（金属学会）

最近の施策については「知らない」が過半数を超えており、大変残念な
結果となっている。

女性研究者採用の数値目標に対してはやや数値が低いものの、概ね肯
定的で、全体の分布ともほぼ同じ。
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合同委員会ができること

男女共同参画に関する世の中の動き・情報を学
会員に配信すること。

シンポジウムなどの開催により産官学をつなぐか
け橋となること。

ロールモデルを紹介したり、イベントを企画するこ
とにより女子学生、女性技術者、女性研究者をエン
カレッジすること。

以上
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